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11－－11．．研研究究のの背背景景とと目目的的  
�� 東日本大震災による被災地では復興事業に伴う住宅団

地の工事が���� 年 �月に完了した。東日本大震災におけ

る住宅再建では、��市町村 ��� 地区で住宅団地が整備さ

れるなど非常に広範囲にわたったこと、住宅団地工事が

完了するまでに �年という年月を要したこと、従前地よ

り高台に移転することが主流となったことが特徴として

挙げられる。東日本大震災では、従前地区が津波による

浸水被害によって多くの浸水エリアが災害危険区域とし

て指定されたことから防災集団移転促進事業（以下、防

集）による高台移転が主となった。しかし、防集を実施

することの大臣合意が下されてからも土地の測量調査結

果に伴う造成図面の書き直しや埋蔵物調査などが実施さ

れるなどの過程を経ることも多く、宅地引き渡しまでに

数年の年月を要する例が多くみられる。今回対象とする

大沢地区においても大臣合意認定が下りてから宅地引き

渡しまでに�年半から�年の歳月を要している。その間、

住宅再建を進めることが出来ないため、いかに有効に時�

間を過ごすかということは �つの重要な視点となる。ま

た、防集を含む復興事業は地域の基盤を形成する重要な

ものであり、住宅再建希望者だけではなく、地域の未来

を左右する大きな工事を伴うものであるといえる。その

ため、復興事業を用いながらも住民が納得し、復興事業

完了後も継続的に住環境を形成していくための基盤とす

ることが求められる。しかし、住民内の合意形成に加え、

市や市が委託する業者とのすり合わせ、住宅設計会社な

ど住環境形成過程で多様な対応が求められることとなる。

実際に移転地選択、造成図面・配置計画の調整、移転地

の各種設えの調整、住宅再建地の決定、住宅再建などを

経るため、住民にとっては複雑かつ不慣れな選択を迫ら

れ続けるのが現状である。�

筆者らは����年�月より大沢地区における復興支援に

携わり、復興に関する多様な課題対応に対する伴走者と

して現在まで携わってきた。その中で、防集による移転

候補地の選定や基本計画、各種設えの選択、そして付随

するものとして、住宅再建地の選択方法、まちなみに対

する意思共有、住宅再建に関することまで包括的に支援

防災集団移転促進事業を活用した住環境形成に関する
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点にかけて継続的に⾜ってきたཧ୚ほᐹཬࡧ実㊶άືに

おいてධᡭした㈨ᩱ、そして���� 年 �月 �日にⓎ⾜した

ሗ࿌書ࠕ大沢ㄞ本ࠖ���にグ㍕された㈨ᩱをもとにศᯒを

⾜う。�

  
��．．᚟᚟⯆⯆事事業業ににࡼࡼるる住住環環境境形形成成ににᑐᑐすするる౯౯್್ඹඹ᭷᭷��

��－－��．．大大沢沢地地区区ののᴫᴫせせ�

� 大沢地区はẼ௝἟市の໭➃に఩置する集落であり、震

災前は ���ୡᖏ ���ேがくらしていたが、震災によって

඲ቯ ���戸、半ቯ �戸という被害をཷけた。現在は住宅

再建も完了し、��� ୡᖏがᬽらしている。ྠ地区の住民

は震災前にᬽらしていた大沢地区にみࢇなでᖐ㑏するこ

とを┠的にࠕかえっ࡮す大沢さ㸟 をࠖࣟࢫー࢞ࣥにᥖげ、

���� 年 �月に大沢地区防災集団移転促進事業（以下、ᮇ

成ྠ┕会）を❧ちୖげた。���� 年 �月からは、ᶓ὾市❧

大学、神戸大学、東໭ⱁ術工科大学、ṊᗜᕝዪᏊ大学有

ᚿによって結成されたẼ௝἟みらい計画大沢ࢳー࣒ὀ ��

（以下、ᑓ㛛ᐙࢳー࣒）がཧ画し、⮬἞会、ᮇ成ྠ┕会

との༠ാによる復興まち࡙くりのయไが構⠏される。ල

య的なྲྀり⤌みとしては、復興事業などの住民合意形成

をはかるためのሙとしてࠕ大沢みらい集会 大沢まちࠕࠖ、

࡙くり会㆟ࠖと⛠される集まりの㐠Ⴀや住民஺流ᶵ会の

๰出や復興事業ではゎ決できない課題に対するⲡの᰿ά

ືを⾜うࠕ大沢࢝エࣝ教ᐊࠖの㐠Ⴀ、地区の復興過程を

共有するࠕ大沢復興ࣗࢽーࠖࢫのⓎ⾜、震災前の地域の

グ᠈を᣺り㏉るࡩࠕるさとのグ᠈㹕㹑ࠖの㐠Ⴀが主なά

ືのᯟ⤌みとして構⠏された。ࠕ大沢みらい集会 はࠖᒃ住

地再建に関する合意形成、ࠕ大沢まち࡙くり会㆟ はࠖᒃ住

地再建以እに関する合意形成をはかるሙとしてู㏵㐠Ⴀ

ᅗ �� 大沢地区にࡅ࠾る住環境形成に関する୺࡞ฟ᮶事をࡲとࡵたᖺ⾲�

ᅗ �� 移転ೃ⿵地と୕㝣㐨ணᐃ地� �

ͤ⯟✵෗┿ࡣ *RRJOH�(DUWK㹙⏬ീ�k������0D[DU�

7HFKQRORJLHV㹛ࡾࡼᘬ用ࠊཧ⪃ᩥ⊩���ࡾࡼ�ᘬ用�

を⾜った。そのため、ここで得られた▱ぢを整⌮し、住

宅再建までの実㊶ࢫࢭࣟࣉを包括的にᥦ♧することは、

今後㉳こり得る災害の被災地復興を進めるための �つの

㐨ᶆとなり得ること、そして住環境形成における復興事

業の中で形成される地面を含む⏕άࣛࣇࣥ࢖と⏕άᣐ点

となる住宅を㐃続的なものとしてᤊえることで᪂たな復

興ᡭ法を構⠏する⣒ཱྀをぢ出すためのᡭ᥃かりとなり得

ると⪃えた。また、本地区では共ྠⓎὀ方ᘧによる住宅

再建ᡭ法にྲྀり⤌ࢇでおり、᪂たな復興ᡭ法を構⠏する

ための �つの実㊶▱として㆟ㄽをㄏⓎする⣲ᮦとなり得

るとᤊえ、本地区の実㊶ࢫࢭࣟࣉを題ᮦとする。�

本✏では、住民とᑓ㛛ᐙの༠ྠによる実㊶ࢫࢭࣟࣉと

して、住環境形成に関する᳨ウ内ᐜとྲྀ⤌内ᐜを時⣔ิ

にྍ視໬するとともに防集と住宅再建を㐃続的にᢅう中

でヨみた実㊶の成果と課題をᥦ♧することを┠的とする。�

�

��－－��．．᪤᪤  研研究究ととᮏᮏ研研究究のの఩఩⨨⨨࡙࡙ࡅࡅ�

� 災害復興におけるᒃ住地再建については様ࠎな視点か

ら᳨ドが⾜われており、防集に関しては主に᪂₲┴中㉺

地震に関するものと東日本大震災に関するものがある。

中㉺地震の事例では、ᒣ間㒊の土◁ᔂれによる被災地を

対象に市⾤地に移転することが主流であり、▼ᕝらは集

落内移転戸数と移転ඛの❧地関ಀをもとに移転⌮⏤や⏕

ά状ἣ、‶㊊ᗘなどを整⌮している ��。⏣中らは、㒊ศ

移転の課題についてヲ⣽なศᯒを⾜っていることに加え、

᪤Ꮡの࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥを⥔ᣢするための➨ �᮲௳は従前地

区࡬のᖐ㑏であるとのぢゎを♧している ��。そして、㟷

◒は防集による㒊ศ移転は住宅再建支援として多くのୡ

ᖏがாཷできる฼点がある୍方で、㒊ศ的な移転は㏆㞄

関ಀ、集落࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥのᙅయ໬を促すഃ面があると指

᦬している ��。このようなほ点から⚟␃は、㒊ศ移転の

課題を㋃まえ、集落を構成する඲ୡᖏが移転した事例を

対象にࢫࢧࣥࢭࣥࢥの形成方法についてศᯒしている ��。

筆者らも従前地区࡬のᖐ㑏を⾜うことが被災地復興とい

うほ点からも重要であると⪃える୍方で、そのሙ合にお

いては᪂たな地域構造を᳨ウするというࢫࢭࣟࣉから住

民が携わることとなり、住民に課せられるᙺ┠は大きく

なるྍ⬟ᛶをᠱᛕしている。東日本大震災の事例では、

᳃らは、宮城┴内で᭱も多く防集を進めたẼ௝἟市を対

象に、移転前後の面✚・内ヂのẚ㍑、移転ࢱࣃーࣥ、宅

地形状に関する特徴などಠ▔的にᤊえるྲྀり⤌み ��を⾜

う୍方で、Ẽ௝἟市内にあるᑠἨ地区におけるලయ例と

して、防集による住環境形成を⾜うࢫࢭࣟࣉを㛤♧し、

集団移転ඛの住環境形成について᳨ウす࡭き要点を整⌮

している ��。本地区で対象とする大沢地区もྠࡌẼ௝἟

市内であり、ᑠἨ地区とྠࡌく ���� 年 �月に防集に関す

る大臣合意をྲྀ得し、����年�月には日本建⠏学会㈹（復

ᪧ・復興㒊㛛）をཷ㈹ὀ��するなど重なる点は多い。その

ため、大沢地区においても防集による住環境形成のࣟࣉ

を㛤♧することで、ẚ㍑ᮦᩱとして᪂たな㆟ㄽをㄏࢫࢭ

Ⓨできる。また大沢地区では、防集に␃まらࡎ、住宅再

建まで携わったという点において␗なる㒊ศがあり、住

宅再建までのࢫࢭࣟࣉを含めて᝟ሗを㛤♧することに特

␗ᛶがある。これまでも大沢地区については、震災前後

の住環境 ������、被災直後のṧᏑ住宅のᙺ๭ ��）、地区内再

建に⮳るᒃ住ືྥ ���、住環境形成に関する㆟ㄽ内ᐜ ���、

における⏕ά実ែ��）などについてሗ࿌してきた⚝ࢼࣟࢥ

が、住宅再建に⮳る඲యീについてはሗ࿌していなかっ

た。しかし、被災地における住環境形成に関する㆟ㄽを

Ⓨᒎさせるためには୍㐃のࢫࢭࣟࣉを♧した事例を⵳✚

することが重要であり、伴走者として住宅再建まで対応

した筆者らに㈐ົがあると⪃え、実㊶ሗ࿌としてグ㏙す

るものである。�

�

��－－��．．研研究究のの᪉᪉ἲἲ��

ձ大沢地区における住宅再建に関するྲྀり⤌みの整⌮�

ղ大沢地区における造成計画、宅地選択、住宅再建に関

する㆟ㄽの整⌮�

ճ防災集団移転促進事業による高台移転時における共ྠ

Ⓨὀ方ᘧによる住宅再建ᡭ法のྍ⬟ᛶに関するศᯒ�

մ大沢地区における住環境形成の実㊶ࢫࢭࣟࣉを例とし

た指ᶆのᢳ出と⪃ᐹ�

� 以ୖのศᯒは、筆者が ���� 年 �月から ���� 年 �月時

ᅗ㸯� ᐑᇛ┴気仙沼市唐桑町大沢地区�

ཧ⪃ᩥ⊩��㸧ࡾࡼᘬ用�
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点にかけて継続的に⾜ってきたཧ୚ほᐹཬࡧ実㊶άືに

おいてධᡭした㈨ᩱ、そして���� 年 �月 �日にⓎ⾜した

ሗ࿌書ࠕ大沢ㄞ本ࠖ���にグ㍕された㈨ᩱをもとにศᯒを

⾜う。�

  
��．．᚟᚟⯆⯆事事業業ににࡼࡼるる住住環環境境形形成成ににᑐᑐすするる౯౯್್ඹඹ᭷᭷��

��－－��．．大大沢沢地地区区ののᴫᴫせせ�

� 大沢地区はẼ௝἟市の໭➃に఩置する集落であり、震

災前は ���ୡᖏ ���ேがくらしていたが、震災によって

඲ቯ ���戸、半ቯ �戸という被害をཷけた。現在は住宅

再建も完了し、��� ୡᖏがᬽらしている。ྠ地区の住民

は震災前にᬽらしていた大沢地区にみࢇなでᖐ㑏するこ

とを┠的にࠕかえっ࡮す大沢さ㸟 をࠖࣟࢫー࢞ࣥにᥖげ、

���� 年 �月に大沢地区防災集団移転促進事業（以下、ᮇ

成ྠ┕会）を❧ちୖげた。���� 年 �月からは、ᶓ὾市❧

大学、神戸大学、東໭ⱁ術工科大学、ṊᗜᕝዪᏊ大学有

ᚿによって結成されたẼ௝἟みらい計画大沢ࢳー࣒ὀ ��

（以下、ᑓ㛛ᐙࢳー࣒）がཧ画し、⮬἞会、ᮇ成ྠ┕会

との༠ാによる復興まち࡙くりのయไが構⠏される。ල

య的なྲྀり⤌みとしては、復興事業などの住民合意形成

をはかるためのሙとしてࠕ大沢みらい集会 大沢まちࠕࠖ、

࡙くり会㆟ࠖと⛠される集まりの㐠Ⴀや住民஺流ᶵ会の

๰出や復興事業ではゎ決できない課題に対するⲡの᰿ά

ືを⾜うࠕ大沢࢝エࣝ教ᐊࠖの㐠Ⴀ、地区の復興過程を

共有するࠕ大沢復興ࣗࢽーࠖࢫのⓎ⾜、震災前の地域の

グ᠈を᣺り㏉るࡩࠕるさとのグ᠈㹕㹑ࠖの㐠Ⴀが主なά

ືのᯟ⤌みとして構⠏された。ࠕ大沢みらい集会 はࠖᒃ住

地再建に関する合意形成、ࠕ大沢まち࡙くり会㆟ はࠖᒃ住

地再建以እに関する合意形成をはかるሙとしてู㏵㐠Ⴀ

ᅗ �� 大沢地区にࡅ࠾る住環境形成に関する୺࡞ฟ᮶事をࡲとࡵたᖺ⾲�

ᅗ �� 移転ೃ⿵地と୕㝣㐨ணᐃ地� �

ͤ⯟✵෗┿ࡣ *RRJOH�(DUWK㹙⏬ീ�k������0D[DU�
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されている。これらに加えて、希望者を対象とした住宅

┦ㄯ会が㛤ദされた。そのため、住宅再建に関するྲྀり

⤌みに⤠ると、大沢みらい集会、住宅┦ㄯ会の �つとな

り、本ྲྀり⤌みに↔点をあて、ලయ的に整⌮・ศᯒを⾜

う。�

�

��－－��．．防防災災集集団団移移転転促促進進事事業業ににࡅࡅ࠾࠾るる移移転転地地ィィ⏬⏬�

� 本地区における移転地計画に関する㆟ㄽのᴫ要につい

ては᪤ሗ��）で⤂௓しているためヲ⣽については᪤ሗをཧ

↷㡬くことが望ましいが、୍㐃のࢫࢭࣟࣉをᥦ♧するに

あたって、住宅再建に大きくᐤ୚する㒊ศをᢳ出し、整

⌮する。大沢地区における住宅再建までの内ᐜを大きく

ศ㢮すると、���� 年 ��月̿���� 年 �月までが移転候補

地、移転戸数を含めた集落ᖐ㑏のための住環境のᯟ⤌み

を決定するᮇ間、���� 年 �月㸫���� 年 �月までが造成計

画、宅地計画を᳨ウするᮇ間、���� 年 � 月㸫���� 年 �

月までが宅地ᢳ選や建⠏ࣝーࣝなどのまちなみに関する

共㏻認㆑をはかるᮇ間、����年 �月㸫���� 年 �月までは

住宅再建に関する設計・工事ᮇ間となっている�図 ��。�

�

・移転候補地選定について�

大沢地区では、ᙜึ �かᡤの移転候補地が⾜ᨻからᥦ

♧された（図 �）。$᱌は従前地からそれ࡯ど㞳れࡎ大き

なᩜ地を☜ಖできるが、୕㝣㐨によってศ᩿されるྍ⬟

ᛶがある。% ᱌は地区の中ᚰにあるが、ᩜ地面✚はᑠさ

い。& ᱌は地区のእれにあり、୕㝣㐨と重なるྍ⬟ᛶが

ある。' ᱌は地区のእれにあり、୕㝣㐨によって中ᚰ㒊

とศ᩿されるྍ⬟ᛶがあるという状ែであった。こうし

たことから住民内で地区の中ᚰ地から㏆く、୍定の面✚

が☜ಖできると想定される出ᒣ᱌が出されたが、⮬↛බ

ᅬ法ᬑ㏻地域に指定されており、工事が㞴しいことがุ

᫂した。その中で &᱌は移転ྍ⬟ಶ数がᑡないため᤼㝖

され、$᱌、%᱌、'᱌を対象に᳨ウが⾜われた。その結

果、' ᱌は内㝣にධり㎸みすࡂて、ᾏがぢえなくなるこ

とはዲましくないという意ぢが多数あがり、地区のまと

まりを㋃まえ、$・%にศᩓ移転する᱌で住民合意がはか

られた。そして、���� 年 �月に大臣合意をྲྀ得し、基本

的な集落の㦵᱁が決定した。�

�

・造成計画�ᩜ地計画について�

� 造成計画�ᩜ地計画を含む防集に関する業ົは⾜ᨻか

ら民間௻業に委託されていた。しかし、���� 年 �月より

ᑓ㛛ᐙࢳー࣒が住民と共に㆟ㄽを重ࡡてきていることを

㋃まえ、住民意ぢを集⣙した基本計画᱌の集⣙はᑓ㛛ᐙ

ー࣒がస成することとなった。なお、ᅜ・┴・市、復ࢳ

興事業のཷ託業者も集会にはཧ加し、ᑓ㛛ᐙࢳー࣒とも

意ぢ஺᥮を⾜いながら、実施ྍ⬟ᛶに関するアドࢫ࢖ࣂ

などを⾜っている。Ẽ௝἟市では防集による住宅用ᩜ地

は移転戸数���� ੍（��� ᆤ）の範囲内で造成する方㔪

が❧てられており、こうした᮲௳下において㆟ㄽを進め

た ��）。ᩜ地計画に関する基本計画᱌については �回の㆟

ㄽで集⣙された。その中で出た主な意ぢは地区住民඲య

の஺流が促されること、宅地間に㐨㊰をᤄධすることで

住宅ྠ士の㊥㞳をಖちたい、日ᙜたりを☜ಖしたい、が

けᔂれなどのリࢡࢫをឤࡌるのでእ࿘を㐨㊰にしたい、

宅地形状をᅄゅで඲てがᆒ➼になるようにしたい、宅地

面✚はୖ㝈の ���ᆤを☜ಖしたいといった意ぢが出た。

以ୖの意ぢを㋃まえ、$ ᱌ではබᅬを中ᚰに � つの宅地

ᅗ �� 㐀成ィ⏬᱌㸦ୖ㸸$地区ࠊୗ㸸%地区㸧�

ཧ⪃ᩥ⊩���ࡾࡼ�ᘬ用�

㸧�
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を �まとまりとして⥳㐨をᤄධし、༡໭に⦆やかな高ప

ᕪをつける᱌、% ᱌はබᅬをྲྀり付け㐨㊰の㏆くに配置

し、⥳㐨のᤄධ、⦆やかな高పᕪをつける᱌で合意形成

を得た。しかしその後、測量調査などを経て、$ ᱌ண定

地のᒣが想定よりも⣽く、ᙜึ計画᱌のࣥࣛࢢドࣞ࣋ࣝ

では、面✚を☜ಖできなくなった。そこでཷ託業者より

ഴᩳと⥳㐨を↓くすᥦ᱌が⾜われたが、住民は⥳㐨を計

画㏻りᤄධすること、それに伴う面✚は各宅地から �㹼�

ᆤを᤬出する方ྥで合意形成がはかられ、図 �の計画で

工事を進めることとなった。ᙜึ、宅地面✚をῶらすこ

とに対してはྰ定的な意ぢが多かったが、住民が納得し

てస成した᱌の方ྥᛶをᏲることが重視された結果とい

える。�

� ᭱⤊的な土地の引き渡しは、$ 地区は ���� 年 � 月、%

地区は ���� 年 �� 月となった。$ 地区は㑇㊧調査が⾜わ

れたことによって、工事完了日が %地区よりも㐜くなっ

ている。つまり、���� 年 �月に大臣合意を得てから、土

地の引き渡しまでに �年半から �年࡯どの年月を要して

いる。�

�

・宅地ᢳ選方法について�

� $᱌、%᱌（以㝆、$地区、%地区とする）で計画され

ている宅地のどこに住宅を再建するのかということは大

きな関ᚰごととなった。移転ண定者が納得して住宅再建

に⮫むため、宅地のᢳ選方法についての㆟ㄽが஺わされ

た。ᑓ㛛ᐙࢳー࣒からは �つのᢳ選方法をᥦ♧し、それ

をもとに住民が意ぢ஺᥮を⾜い、$ 地区では希望地を事

前にᥦ出し、重複していたሙ合においてᢳ選とするが、

重複していることがุ᫂し、ᢳ選前に✵いているᩜ地に

ኚ᭦したሙ合においてはඃඛするという方法をྲྀった。

またᢳ選にእれたሙ合にはྠ様のᡭ㡰で進めた。% 地区

は造成地に土地をᥦ౪した地ᶒ者がいたため、地ᶒ者の

希望をඃඛし、その後、$ 地区とྠ様の方法で宅地を決

定した。�

�

・まちなみࣝーࣝについて�

� 住宅再建をおこなうにあたり、住民内の共㏻⌮ゎを形

成することがᚲ要であるとの意ぢが住民からの要望とし

て出た。そこでᩜ地からの後㏥㊥㞳、㥔㌴ሙのつくり方、

ᩜ地境⏺、᳜ ᱂、建物の高さ、ᒇ᰿・ቨ面のⰍᙬ・形状、

⾤ⅉに関する㡯┠について意ぢ஺᥮を⾜った結果、⾲㸰

の内ᐜで共有された。しかし、ࣝーࣝとしてᙉไຊをᣢ

たせることは、再建者の㔠㖹状ἣやᐙᗞ状ἣなどによっ

ては㈇ᢸが大きくなるのではないかといったことなども

あり、ດຊ┠ᶆとしての共有事㡯に␃めることとした。

またその௚、防集事業に付随する内ᐜとして、㟁ᰕ、ご

み置きሙ、集会ᡤ、බᅬに関する㆟ㄽも⾜われた。集会

ᡤにおいては、地区内に複数Ꮡ在すると地区がศ᩿する

共有内容（努力目標）

接道部に対して幅５m
（道路に面する駐車は2台まで）を目指す

玄関と道路の両方を照らす（低位置）ことを
目指す

区画道路：生垣（目線の高さ程度）を植える
ことを目指す

隣地境界：ブロック塀はつくらないようにする
（建てる場合は目線の高さより低くする）

地面高10ｍ・軒高7m
2階以下とする

区画道路からは2.0m
緑道から1.0～1.5m
隣地境界からは1.0～1.5m後退する

シンボルツリーを1本（住宅南面に）植えることを
目指す

瓦屋根
切り妻・寄棟・入母屋
色彩：落ち着いた色合いとする

色彩：落ち着いた色合いとする

敷地

住宅

⾲ �� �に関するດຊ目ᶆ࡝࡞ࡳ࡞ࡕࡲ

ᅗ �� ඹྠⓎὀ᪉ᘧの㐠Ⴀయไ�
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⬟ᛶがあるのではないかと⪃えたとこࢁからጞまる。ま

た、ྠ時ᮇに工事を㛤ጞするためにはཧ加者の住宅図面

がᥞわなけれࡤならないため、図面の完成が᪩いே、㐜

いேなどࣞࢬが⏕ࡌるとお஫いにࢫࣞࢺࢫが⏕ࡌること

が想定される。しかし、今回のሙ合は土地の引き渡し時

ᮇが決まっていること、そして造成工事に複数年の時間

を要することから、その間に図面がᥞえࡤいいという᮲

௳下となるため住民にとって฼点の方が大きいと⪃えた。

このような �ẁ㝵による支援方法を⾜った結果、住宅┦

ㄯ会には��ୡᖏがཧ加し、�ୡᖏが共ྠ㉎ධにཧ加希望、

��ୡᖏが᳨ウ中、�ୡᖏが不ཧ加を⾲᫂しており、᭱⤊

的に �ୡᖏが共ྠⓎὀ方ᘧによる住宅再建を⾜った。ま

た本ྲྀり⤌みの᭱⤊的なయไと工事工程᱌は図 �、�で♧

している。యไに関してヲ⣽をグ㏙すると、ᑓ㛛ᐙࢳー

࣒が共ྠⓎὀ方ᘧによる住宅建設工事を引きཷけてくれ

る地ඖ௻業を᥈し、住民との調整ᙺとして௓ධした。そ

の際に共ྠでⓎὀすることによるῶ㢠を要望し、工事㈝

を �๭程ᗘῶ㢠することを᮲௳にᥦ♧し、ྠ意が得てい

る。ዎ⣙においては、住民がಶูに施工会社と結ࡧ、施

工会社がᑓ㛛ᐙࢳー࣒に設計と┘⌮の୍㒊を工事㈝の �

㹼�㸣程ᗘの㔠㢠で委託している。㏻常は工事㈝の �㹼

��㸣程ᗘが設計・┘⌮㈝となるが、基本設計を↓ൾにし

ていたことと☜認⏦ㄳや┘⌮㒊ศを施工会社に委ࡡてい

たことからୖグの㔠㢠となっている。以下では、過程に

ついてලయ的にグ㏙する。�

➨ � 回┠の住宅┦ㄯ会では、住宅のࣉ࢖ࢱࢺࣟࣉを �

᱌స成し、ぢ✚もりをྲྀって、住民にᥦ♧するとこࢁか

らጞめた（���� 年 � 月）。しかし、各ୡᖏのࢽーࢬに応

、た住宅を建てたいという要望が大きかったこともありࡌ

ಶูに基本図面のస成支援を⾜いつつ、共ྠⓎὀ方ᘧの

యไ構⠏にྥけてのάືを⾜うこととなった。���� 年 ��

月 ��日には、�社を候補として進めることでᢎ認を得た

が �社は対応不ྍとなったため、���� 年 �月には �社よ

り住民に対する⮬社ࢸࣥࢮࣞࣉーࣥࣙࢩを⾜った。しか

し、ࢸࣥࢮࣞࣉーࣥࣙࢩだけでは各社の特徴をᢕᥱし、

選定することは㞴しいとのことからྠ年 �月に各社の施

工事例のぢ学会を⾜った。これらを㋃まえて、ྠ年 �月

に施工会社を決定した。住民が施工会社を選定する際に

重視したい要⣲についてアࣥࢣーࢺをྲྀった結果、共ྠ

㉎ධを⾜うことによるῶ㢠ྍ⬟ᛶと௙ୖがりのⰋさ、ア

ᛶ、住宅の௙様などが挙ࣥ࢖ࢨࢹ、ࢫࣥࢼࢸー࣓ࣥࢱࣇ

げられた（⾲ �）。特に共ྠⓎὀ方ᘧの࣓リࢺࢵをάかし、

集団でྲྀり⤌み、そのୖでῶ㢠の調整を⾜いたいという

希望がᨵめてᙉかった。そのため、ᙜึは �社に⚊がศ

かれていたが、� 社に⤠ることで数をቑやし、ῶ㢠の஺

΅を⾜う方㔪が❧てられた。またᙜ時は復興ࣛࣗࢩࢵで

工事が❧て㎸ࢇでいたことから施工会社にとってもある

程ᗘの数をまとめて対応できることは㈇ᢸの㍍ῶにも⧅

がるためῶ㢠に対してዲ意的に引きཷけてもらう要⣲と

なった。୍方、ࢢࣥࢽࣥࣛࣉに対する進ᤖにࣞࢬが⏕ࡌ

ていたこともあり、引っ㉺す時ᮇに対する希望と↷合し

ながら主に �㌺༢఩でẁ㝵的に工事を⾜う工程᱌で進め

る方㔪をᅛめた。また、ẁ㝵的に工事を進めることで、

ᮦᩱ➼の↓㥏を┬けること、職ேやᶵᮦ➼の移ືをᢚえ

ることなどからῶ㢠にもᐤ୚する方法となった（図 �）。�

�

㸲㸲．．ࡲࡲととࡵࡵ�

� 本✏では、防災集団移転促進事業をά用した住環境形

成にྥけて住民とᑓ㛛ᐙ༠ാによる実㊶ࢫࢭࣟࣉを時⣔

ิに整⌮したうえで᳨ウ内ᐜや住民意ྥをᥦ♧した。そ

の中で、防集による土ᮌ工事と住宅再建を᥋続させるこ

とで得られる効果を高めるヨみとして共ྠⓎὀ方ᘧによ

る住宅再建ᡭ法の実㊶例をᥦ♧した。各ẁ㝵で᳨ウす࡭

き内ᐜや⏕ࡌた意ぢは以下の㏻りである。移転候補地の

選定に関しては、災害によるᐙᒇ被害がᑡなく、修復➼

によって住み続けることがྍ⬟である住民との஺流が促

される㊥㞳ឤであるかどうかを意㆑すること。造成計画

については、日ᙜたり、࿘囲の住宅との㊥㞳がྲྀれるこ

と、宅地形状およࡧ面✚のබᖹᛶ、Ᏻ඲ᛶの☜ಖに関す

る点。宅地ᢳ選方法については、住民の希望にἢうこと

をᛕ㢌に納得できる方法を᳨ウすること。まちなみにつ

いては、防集事業として整備されるබᅬ・集会ᡤ・㟁ᰕ・

ごみᤞてሙに関する調整の࡯か、住宅再建の際にὀ意す

�。き事㡯を共有する方法とไ㝈の程ᗘである࡭

住宅再建の実㊶例についても時⣔ิに整⌮することで、

き事㡯࡭ーࣝとලయ的に実施した内ᐜ、␃意すࣗࢪࢣࢫ

を♧した。これらは本地区における住環境形成に関する

ྲྀり⤌みを♧した実㊶例ではあるが、津波被災地の復興

を᳨ウする際に住民や支援者の㐨ᶆとして有効であると

⪃える。୍方で、本✏で♧した内ᐜは住環境形成の中で

も防集と住宅再建に関する㆟ㄽに㝈定したものである。

実際には浸水区域の฼ά用や各種復興事業に対する合意

形成や要望のᥦ出など、住民に求められることは非常に

多い。これらの対応を住民のみで⾜うことは非常に㞴し

く、㈇ᢸも大きいため、災害復興現ሙにおけるぢ㏻しよ

くしていくための環境を構⠏していくことが重要であり、

のではないかとのᠱᛕや⥔ᣢ・⟶⌮の㈇ᢸ面から東ᒇ程

ᗘのものとする方ྥで進めた。�

�

��．．住住ᏯᏯ┦┦ㄯㄯ఍఍��ඹඹྠྠⓎⓎὀὀ᪉᪉ᘧᘧににࡼࡼるる住住ᏯᏯ෌෌ᘓᘓ�

� 造成計画に関する㆟ㄽが୍ẁ落したこࢁから住宅再建

に関するヰ題が住民からあがるようになる。住民は住宅

ᒎ♧ሙなどをぢてまわったが、್ẁの高さやࣥࢽࣥࣛࣉ

の⮬⏤ᗘ、ࣟーࣥの⤌み方や補助㔠の種㢮などに対しࢢ

て不᫂░な点が多いとのことから住宅┦ㄯ会を実施する

こととなった。住宅設計に関してはᑓ㛛ᐙࢳー࣒で対応

できるが、補助㔠やࣟーࣥに関しては㔠⼥ᶵ関に❧ち会

ってもらうこととした。ᑓ㛛ᐙࢳー࣒の対応方法として

は大きく � つの方㔪で進めることした。� つは、↓ൾで

基本設計までの図面స成支援を⾜うこと。もう �つは、

有ൾとなるが共ྠⓎὀ方ᘧによる実施設計までㄳけ㈇う

ことである。いࡎれにおいてもᑓ㛛ᐙࢳー࣒では、基本

設計までの基本設計までは↓ൾで⾜っており、そこでస

成された図面は௚業者࡬ᣢっていくことも了ᢎしている。

そのୖで、ᑓ㛛ᐙࢳー࣒に実施設計までを౫㢗したいሙ

合は有ൾとし、共ྠⓎὀ方ᘧによる住宅再建ᡭ法を進め

ることとした。共ྠⓎὀ方ᘧを᥇用した経⦋としては、

集団移転ඛが決定してから引き渡しまでのᮇ間が㛗ᮇに

なること、そしてྠ時ᮇに住宅を建てるୡᖏが複数Ꮡ在

することから本方ᘧにすることで工事㈝をῶ㢠できるྍ

ᅗ �� ඹྠⓎὀ᪉ᘧにࡅ࠾るῶ㢠ᡭἲに関する⪃࠼᪉�

ᅗ �� ඹྠⓎὀ᪉ᘧにࡼるᕤ事ᕤ⛬᱌㸦����ᖺ �᭶ ��᪥᫬Ⅼ㸧�

�㸬住宅再建を⾜うୖで、
᭱も重要視している点について

共ྠ㉎ධの࣓リࢺࢵを᭱大㝈฼用 �

Ᏻさ �

�㸬再建時ᮇについて

᪩ᮇ希望 �

㐜くてもかまわない �

�㸬�の⌮⏤

年㱋的なၥ題 �

間ྲྀりを᳨ウしたい �

ண⟬・ࣟーࣥを᳨ウしたい �

共ྠⓎὀの時ᮇを合わせたい �

�㸬希望の工ົᗑ

$ �

% �

᳨ウ中 �

希望の多い工ົᗑに合わせる �

�㸬�の⌮⏤

共ྠ㉎ධによるῶ㢠๭合 �

住宅の௙様 �

会社実⦼ �

ぢ✚もり㔠㢠 �

�㸬工ົᗑに希望するもの

ῶ㢠の工ኵ・Ᏻさ �

௙ୖがりのⰋさ �

アࢱࣇー࣓ࣥࢫࣥࢼࢸ �

Ẽ㍍に┦ㄯできるᢸᙜ者 �

ᛶࣥ࢖ࢨࢹ �

地ඖの大工 �

�㸬住宅再建を⾜うୖで、
᭱も重要視している点について

共ྠ㉎ධの࣓リࢺࢵを᭱大㝈฼用 �

Ᏻさ �

�㸬再建時ᮇについて

᪩ᮇ希望 �

㐜くてもかまわない �

�㸬�の⌮⏤

年㱋的なၥ題 �

間ྲྀりを᳨ウしたい �

ண⟬・ࣟーࣥを᳨ウしたい �

共ྠⓎὀの時ᮇを合わせたい �

�㸬希望の工ົᗑ

$ �

% �

᳨ウ中 �

希望の多い工ົᗑに合わせる �

�㸬�の⌮⏤

共ྠ㉎ධによるῶ㢠๭合 �

住宅の௙様 �

会社実⦼ �

ぢ✚もり㔠㢠 �

�㸬工ົᗑに希望するもの

ῶ㢠の工ኵ・Ᏻさ �

௙ୖがりのⰋさ �

アࢱࣇー࣓ࣥࢫࣥࢼࢸ �

Ẽ㍍に┦ㄯできるᢸᙜ者 �

ᛶࣥ࢖ࢨࢹ �

地ඖの大工 �

⾲ �� ඹྠⓎὀ᪉ᘧに関するពᛮ㸦���� ᖺ �᭶ ��᪥᫬Ⅼ㸧�
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⬟ᛶがあるのではないかと⪃えたとこࢁからጞまる。ま

た、ྠ時ᮇに工事を㛤ጞするためにはཧ加者の住宅図面

がᥞわなけれࡤならないため、図面の完成が᪩いே、㐜

いேなどࣞࢬが⏕ࡌるとお஫いにࢫࣞࢺࢫが⏕ࡌること

が想定される。しかし、今回のሙ合は土地の引き渡し時

ᮇが決まっていること、そして造成工事に複数年の時間

を要することから、その間に図面がᥞえࡤいいという᮲

௳下となるため住民にとって฼点の方が大きいと⪃えた。

このような �ẁ㝵による支援方法を⾜った結果、住宅┦

ㄯ会には��ୡᖏがཧ加し、�ୡᖏが共ྠ㉎ධにཧ加希望、

��ୡᖏが᳨ウ中、�ୡᖏが不ཧ加を⾲᫂しており、᭱⤊

的に �ୡᖏが共ྠⓎὀ方ᘧによる住宅再建を⾜った。ま

た本ྲྀり⤌みの᭱⤊的なయไと工事工程᱌は図 �、�で♧

している。యไに関してヲ⣽をグ㏙すると、ᑓ㛛ᐙࢳー

࣒が共ྠⓎὀ方ᘧによる住宅建設工事を引きཷけてくれ

る地ඖ௻業を᥈し、住民との調整ᙺとして௓ධした。そ

の際に共ྠでⓎὀすることによるῶ㢠を要望し、工事㈝

を �๭程ᗘῶ㢠することを᮲௳にᥦ♧し、ྠ意が得てい

る。ዎ⣙においては、住民がಶูに施工会社と結ࡧ、施

工会社がᑓ㛛ᐙࢳー࣒に設計と┘⌮の୍㒊を工事㈝の �

㹼�㸣程ᗘの㔠㢠で委託している。㏻常は工事㈝の �㹼

��㸣程ᗘが設計・┘⌮㈝となるが、基本設計を↓ൾにし

ていたことと☜認⏦ㄳや┘⌮㒊ศを施工会社に委ࡡてい

たことからୖグの㔠㢠となっている。以下では、過程に

ついてලయ的にグ㏙する。�

➨ � 回┠の住宅┦ㄯ会では、住宅のࣉ࢖ࢱࢺࣟࣉを �

᱌స成し、ぢ✚もりをྲྀって、住民にᥦ♧するとこࢁか

らጞめた（���� 年 � 月）。しかし、各ୡᖏのࢽーࢬに応

、た住宅を建てたいという要望が大きかったこともありࡌ

ಶูに基本図面のస成支援を⾜いつつ、共ྠⓎὀ方ᘧの

యไ構⠏にྥけてのάືを⾜うこととなった。���� 年 ��

月 ��日には、�社を候補として進めることでᢎ認を得た

が �社は対応不ྍとなったため、���� 年 �月には �社よ

り住民に対する⮬社ࢸࣥࢮࣞࣉーࣥࣙࢩを⾜った。しか

し、ࢸࣥࢮࣞࣉーࣥࣙࢩだけでは各社の特徴をᢕᥱし、

選定することは㞴しいとのことからྠ年 �月に各社の施

工事例のぢ学会を⾜った。これらを㋃まえて、ྠ年 �月

に施工会社を決定した。住民が施工会社を選定する際に

重視したい要⣲についてアࣥࢣーࢺをྲྀった結果、共ྠ

㉎ධを⾜うことによるῶ㢠ྍ⬟ᛶと௙ୖがりのⰋさ、ア

ᛶ、住宅の௙様などが挙ࣥ࢖ࢨࢹ、ࢫࣥࢼࢸー࣓ࣥࢱࣇ

げられた（⾲ �）。特に共ྠⓎὀ方ᘧの࣓リࢺࢵをάかし、

集団でྲྀり⤌み、そのୖでῶ㢠の調整を⾜いたいという

希望がᨵめてᙉかった。そのため、ᙜึは �社に⚊がศ

かれていたが、� 社に⤠ることで数をቑやし、ῶ㢠の஺

΅を⾜う方㔪が❧てられた。またᙜ時は復興ࣛࣗࢩࢵで

工事が❧て㎸ࢇでいたことから施工会社にとってもある

程ᗘの数をまとめて対応できることは㈇ᢸの㍍ῶにも⧅

がるためῶ㢠に対してዲ意的に引きཷけてもらう要⣲と

なった。୍方、ࢢࣥࢽࣥࣛࣉに対する進ᤖにࣞࢬが⏕ࡌ

ていたこともあり、引っ㉺す時ᮇに対する希望と↷合し

ながら主に �㌺༢఩でẁ㝵的に工事を⾜う工程᱌で進め

る方㔪をᅛめた。また、ẁ㝵的に工事を進めることで、

ᮦᩱ➼の↓㥏を┬けること、職ேやᶵᮦ➼の移ືをᢚえ

ることなどからῶ㢠にもᐤ୚する方法となった（図 �）。�

�

㸲㸲．．ࡲࡲととࡵࡵ�

� 本✏では、防災集団移転促進事業をά用した住環境形

成にྥけて住民とᑓ㛛ᐙ༠ാによる実㊶ࢫࢭࣟࣉを時⣔

ิに整⌮したうえで᳨ウ内ᐜや住民意ྥをᥦ♧した。そ

の中で、防集による土ᮌ工事と住宅再建を᥋続させるこ

とで得られる効果を高めるヨみとして共ྠⓎὀ方ᘧによ

る住宅再建ᡭ法の実㊶例をᥦ♧した。各ẁ㝵で᳨ウす࡭

き内ᐜや⏕ࡌた意ぢは以下の㏻りである。移転候補地の

選定に関しては、災害によるᐙᒇ被害がᑡなく、修復➼

によって住み続けることがྍ⬟である住民との஺流が促

される㊥㞳ឤであるかどうかを意㆑すること。造成計画

については、日ᙜたり、࿘囲の住宅との㊥㞳がྲྀれるこ

と、宅地形状およࡧ面✚のබᖹᛶ、Ᏻ඲ᛶの☜ಖに関す

る点。宅地ᢳ選方法については、住民の希望にἢうこと

をᛕ㢌に納得できる方法を᳨ウすること。まちなみにつ

いては、防集事業として整備されるබᅬ・集会ᡤ・㟁ᰕ・

ごみᤞてሙに関する調整の࡯か、住宅再建の際にὀ意す

�。き事㡯を共有する方法とไ㝈の程ᗘである࡭

住宅再建の実㊶例についても時⣔ิに整⌮することで、

き事㡯࡭ーࣝとලయ的に実施した内ᐜ、␃意すࣗࢪࢣࢫ

を♧した。これらは本地区における住環境形成に関する

ྲྀり⤌みを♧した実㊶例ではあるが、津波被災地の復興

を᳨ウする際に住民や支援者の㐨ᶆとして有効であると

⪃える。୍方で、本✏で♧した内ᐜは住環境形成の中で

も防集と住宅再建に関する㆟ㄽに㝈定したものである。

実際には浸水区域の฼ά用や各種復興事業に対する合意

形成や要望のᥦ出など、住民に求められることは非常に

多い。これらの対応を住民のみで⾜うことは非常に㞴し

く、㈇ᢸも大きいため、災害復興現ሙにおけるぢ㏻しよ

くしていくための環境を構⠏していくことが重要であり、
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*1 総合資格学院、学士 
*2 東海大学建築都市学部建築学科、学生 
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１．はじめに 

（1）研究背景・研究目的 

2011年 3月 11日に発生した東北地方太平洋沖地震（以

下、東日本大震災）から 10年が経ち、被災地においては

様々な復興事業が進められてきた。津波被災地域の高台

移転のための防災集団移転促進事業、漁業関係施設等復

旧事業による防潮堤の整備、道路整備等の事業や被災地

のコミュニティ回復・形成を促す事業など多岐に渡る。 

震災から 10 年が経過し、様々な復興事業が終了した

現在、これらの復興事業によって生じた居住環境の成果

や課題について事後評価研究を行うことは、今後起こり

うる地震災害への復興対策を検討する上で意義がある。 

本研究の目的は、復興コミュニティの居住環境につい

て 10 年間の復興の過程を明らかにし、復興コミュニテ
ィの居住環境の現状と課題を明らかにすることである。 
本研究では、防災集団移転促進事業が行われた岩手県

大船渡市三陸町越喜来泊地区、宮城県石巻市北上町十三

浜相川地区・小指地区の 2か所を研究対象とする。両地 

 

区は、筆者らが関わる東海大学 Student Achievement 
Center 3.11 生活復興支援プロジェクト（以下、東海大
学)による復興支援が行われた地区である。2011 年～
2012年にかけて、仮設住宅における仮設集会場の建設及
び運営を支援し、その後も定期的に仮設集会場のメンテ

ナンスや参与観察を続けてきた。このため本研究の目的

を達成するために必要なデータ、対象地区の住民らから

アンケート調査やインタビュー調査の協力などが得られ

ることから対象地区として取り上げた。 
（2）学術的位置づけ 

復興とコミュニティに関する既往研究としては、大宮

ら（2012）1)の研究では住民間の交流の場を建設する重要

性、後藤ら（2015）2)の研究では住民ニーズにある高齢者

ケアの体制をコミュニティスペースに導入したことの意

義、山中ら（2018）3)の研究では防集団地計画における住

宅再建に対する住民の主体性の重要性、松本ら（2013）

4)の研究では専門家を交えた住民主体の復興協議会の重

要性を述べている。いずれの研究においても形成された 

 

防災集団移転後の復興コミュニティの居住環境についての現状と課題 
－大船渡市越喜来泊地区並びに石巻市十三浜相川地区・小指地区を比較して－ 

A Study on Problems of Community Environment after Disaster-Related Collective Relocation 
- A Comparative Case Studies of small Districts in Ofunato City and Ishinomaki City -

○越光 蓮*1，杉本茅夏*2，後藤 純*3 

KOSHIMITSU Ren, SUGIMOTO Chinatsu, GOTO Jun 

This paper is to clarify the problems and issues of the community environment in the tsunami- 
affected area after Disaster-Related Collective Relocation. This research analyzes resident needs 
about the community environment in a small district in Ofunato City and Ishinomaki City. We clarify 
that the disaster prevention collective relocation project has resulted in smooth land acquisition and 
residents are highly satisfied with the residential land development. On the other hand, the daily 
shopping environment, child-rearing environment, and inconvenience of transportation, which had 
been issues before the earthquake, remained challenges. Combining qualitative and quantitative 
knowledge, we propose planning issues that should be addressed in preparation for the next 
earthquake.  

キーワード：東日本大震災、防災集団移転促進事業、コミュニティの居住環境 

Keywords: Tohoku earthquake, Collective Relocation project, Community living environment 

SOGO SHIKAKU CO., LTD., university graduate 
Tokai university, Student 
Tokai university, Associate Professor, Dr. Eng. 

本✏ではその点を重要視している。また、住民を支える

௙⤌みとして復興ᗇがᑓ㛛ᐙὴ㐵集中支援事業によって

被災地にᑓ㛛ᐙをὴ㐵する௙⤌みが㐠用されているため、

地域の状ἣに応ࡌてうまくά用することが望ましいが、

ᑓ㛛ᐙと⧅がりをᣢてない地域は୍定多数Ꮡ在すること

はᐜ᫆に想ീできる。そのため、うまくᑓ㛛ᐙをㄏᑟす

る௙⤌み࡙くりについても᳨ウのవ地はある。�

共ྠ㉎ධ方ᘧについての要点についても整⌮する。復

興ࣛࣗࢩࢵのさなかに住宅再建者が集まり、௻業と஺΅

することはῶ㢠஺΅に୍定のඃ఩ᛶがぢられた。また、

住宅は被災者にとって大きな㈙い物であり、住宅を建て

た経㦂の↓いேもᏑ在する。そのため、ಶูに住宅再建

を⾜うことに対する不Ᏻを有するேもぢられたが、共ྠ

で進めることによってᏳᚰឤが得られている様Ꮚが☜認

された。୍方で課題もみられ、� つは土地の引き渡し直

後に工事を㛤ጞできていないことである。要ᅉとしては

各地で土地の引き渡しが⾜われていたことから施工会社

の㈇ᢸがቑ大していたことも᥎ᐹされるが、住環境形成

を進めていくためのぢ㏻しを❧てるᡭがかりとなる事例

がஈしかったことが挙げられる。大臣合意を得て、住民

᱌を市にᥦ出してから住宅┦ㄯ会が㛤ദされるまでに �

年࡯どの時間を要している。また設計ᮇ間中もྠ時୪⾜

で各種対応が求められる状ἣの中、共ྠⓎὀ方ᘧを引き

ཷけてくれる௻業᥈しも⾜っていた。加えて、㐲方から

㏻っているᑓ㛛ᐙが多いために、ᡴち合わせの㢖ᗘをୖ

げることの㞴しさがあった。しかし、現在では㐲㝸会㆟

もᬑཬしてきたため、㐲方からの支援が⾜いや࣒ࢸࢫࢩ

すい環境が構⠏されつつある。�

今回は防集をά用した住環境形成の実㊶ࢫࢭࣟࣉに↔

点をᙜてたが、これから複数の事例を集✚していくこと

で、住環境形成ᡭ法のࢱࣃーࣥ໬やࣗࢪࢣࢫーࣝឤ、復

興యไなどをྍ視໬していくこと、そして復興事業と住

宅再建をうまく᥋続させている事例の調査や᪂たなᡭ法

の᳨ウを⾜うことで、被災地復興現ሙのゎീᗘを高め、

より࣒ࢫーࢬに各状ἣに㐺したᡭ法が㐺用される環境の

構⠏にດめたい。�

�

ㅰ㎡�

本研究άືにおいて、Ẽ௝἟みらい計画大沢ࢳー࣒の教員・学⏕のみな

さࢇ、地域住民のみなさࢇ、⾜ᨻや支援団య、民間௻業など多くの方ࠎ

のຊが合わさり、得られた成果であることをᨵめておఏえするとともに

多大なるឤㅰの意を⾲する。�

本研究は、科研㈝基盤研究（C）ࠗࢺࢵࢿࠕワーࢡᆺ事前復興計画ࠖ複数

⁺村の㐃携と地域ᩥ⬦・⁺業ᶒの௙⤌みからの⪃᱌ （࠘科研௦⾲：下⏣

ඖẎ、科研␒ྕ 20K04867）、科研㈝ⱝᡭ研究 とめるሙᡤࠖࡂ⧄ேをࠕࠗ

の特ᛶ調査ࣔࣝࢹの構⠏ （࠘科研௦⾲：友渕貴之、科研␒ྕ 19K15172）

の୍㒊として⾜われました。 
�

㸺ὀ㔘㸼�

ὀ �）����年日本建⠏学会㈹（業⦼）復ᪧ・復興㒊㛛において、ᑠἨ地

区はࠕẼ௝἟市ᑠἨ地区の住民主ᑟによる集団移転ࠖとして、大沢

地区はࠕẼ௝἟市၈᱓町大沢地区における復興のྲྀり⤌みࠖとして

ཷ㈹している。�

ὀ ��Ẽ௝἟みらい計画大沢ࢳー࣒はᶓ὾市❧大学、神戸大学、東໭ⱁ術

工科大学、ṊᗜᕝዪᏊ大学の教員・学⏕有ᚿによって結成されたᑓ

㛛ᐙࢳー࣒である。����年より宮城大学の教員・学⏕もཧ画してい

る。�

 
㸺ཧ⪃ᩥ⊩㸼�

㸯）▼ᕝỌᏊ��ụ⏣ᾈᩗ��⃝⏣㞞ᾈ��中ᯘ୍樹：被災者の住宅再建・⏕

ά回復からぢた被災集落の集団移転のホ౯に関する研究��㒔市計画

ㄽᩥ集�������SS������������������

�）⏣中ṇே：災害復興過程における࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ⥔ᣢの᮲௳とその意

࿡��໭ᦤ⥲合研究ᡤሗ�������SS��������������

�）⏣中ṇே��中໭⾰⨾：集団移転による被災集落のศ๭実ែとそのᙳ

㡪�᪂₲┴㛗ᒸ市す㇂地区の事例を㏻して��地域Ᏻ඲学会ㄽᩥ集��

������SS������������������

�）⚟␃㑥ὒ：災害Ⓨ⏕による集落移転要ᅉに関する研究��㒔市計画ㄽ

ᩥ集���������SS������������������

�）▼୸時大� ᳃ഔ��㔝村⌮ᜨ：復興整備計画からみる防災集団移転促

進事業の✵間的特徴��日本建⠏学会ᚄゅ形ㄽᩥ集�����������

SS�����������������

�）ᑠἨ地区の᫂日を⪃える会：大ዲきなᑠἨをᏊどもたち࡬継ࡄため

に㸫集団移転は未来࡬の㉗り物��みࢇなのことࡤ⯋���������

�）友渕貴之�槻橋修�ᑠᕝ⣫ྖ�ᑠᒣ㥴௓：Ẽ௝἟市大沢地区における住

✵間と⏕ά⾜Ⅽに関する研究㸫東日本大震災以前の住✵間に関す

るࣄアリࣥࢢ調査㸫�住宅⣔研究ሗ࿌会ㄽᩥ����SS���� ̽

������������

�）中ᒣⳀⰼ�ᡭᓥあかࡡ�⥥㈏⍆Ꮚ�友渕貴之�東日本大震災被災地区の

ᒃ住地再建後の㏆㞄関ಀについての研究㸫震災前後のᒃ住環境に

╔┠して㸫��住宅⣔研究ሗ࿌会ㄽᩥ�����SS����̽ ������������

�）ᡭᓥあかࡡ��中ᒣⳀⰼ��⥥㈏⍆Ꮚ��友渕貴之：震災前後の住宅ẚ㍑

研究㸫間ྲྀり・設えに╔┠して㸫��住宅⣔研究ሗ࿌会ㄽᩥ�������

SS������������������

��）友渕貴之��ᒣᓮᑑ୍�� 槻橋修：震災後のṧᏑ住宅ཬࡧそのᒃ住者

が果たしたᙺ๭㸫震災直後から௬設住宅ධᒃに⮳るまでの㑊㞴実

ែに╔┠して㸫��住宅⣔研究ሗ࿌会ㄽᩥ�����SS���̽ ������������

��）友渕貴之��槻橋修��ᒣᓮᑑ୍：Ẽ௝἟市大沢地区における被災者の

ᒃ住ືྥと地域内再建⋡に関する⪃ᐹ㸫᪑㤋、࣍ࣝࢸ・みなし௬

設・⮬主㑊㞴に╔┠して㸫��住宅⣔研究ሗ࿌会ㄽᩥ集�����SS�����̽ �

����������

��� 磯村和樹��槻橋修��友渕貴之：大つᶍ災害後の集落ᖐ㑏にྥけた高

台移転ࢫࢭࣟࣉに関する研究㸫宮城┴Ẽ௝἟市大沢地区における

防災集団移転促進事業の計画᳨ウ前半のㄽ点㸫��住宅⣔研究ሗ࿌会

ㄽᩥ集���SS����������������

��）友渕貴之� 㔝⏣‶��㟷ᮌెᏊ��下⏣ඖẎ：&2,9,'��� 対⟇下の⏕ά

⾜ືのኚᐜにみる⁺村集落の㡿域ឤぬに関する⪃ᐹ㸫宮城┴Ẽ௝

἟市大沢地区をࢣー࢕ࢹࢱࢫࢫとして㸫� 住宅⣔研究ሗ࿌会ㄽᩥ

集�����SS����������������

��）Ẽ௝἟みらい計画大沢ࢳー࣒��大沢まち࡙くり༠㆟会：大沢ㄞ本�

�����Ẽ௝἟・大沢の復興のṌみ��大沢まち࡙くり༠㆟会��大沢地

区防災集団移転促進事業ᮇ成ྠ┕会��Ẽ௝἟みらい計画大沢ࢳー࣒��

�������

��）Ẽ௝἟市：防災集団移転促進事業ཬࡧ災害බႠ住宅整備事業につい

て�KWWSV���PRUL�XPL�RUJ�ZS�FRQWHQW�XSORDGV����������VKXGDQL
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